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業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 

最近の業績の動向等をふまえ、2017年５月12日に公表いたしました2018年３月期通期の連結業績予想

を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

また、2018年５月10日開催の取締役会において、2018年３月期の配当予想を修正することについて決

議しましたので、併せてお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．業績予想の修正 

（１）2018年３月期 通期連結業績予想数値の修正（2017年４月１日～2018年３月31日） 

 （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

1株あたり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 114,953 8,000 8,013 5,470 112円50銭

今回修正予想（Ｂ） 124,544 8,504 8,743 5,811 119円49銭

増減額 （Ｂ－Ａ） 9,591 504 730 341 ―

増減率   （％） 8.3 6.3 9.1 6.2 ―

（ご参考）前期実績 
（2017年３月期） 

108,727 7,463 7,503 5,030 103円44銭

（注）当社は、2018年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を予定しておりますが、

今回修正予想の１株当たり当期純利益は、株式分割を考慮しておりません。 

 

（２）修正の理由 

2016年5月13日発表の中期経営計画以来、知名度向上を目的とし強化しているテレビCM等の広告

宣伝効果によるマーケットシェア拡大策が引き続き効果を発揮していることに加え、継続的にニーズ

が高まっている高付加価値、特化型製品の国内のパソコン販売の好調及び欧州地域におけるモニタ販

売も堅調に推移した結果、計画以上に追加投下した広告宣伝費用や M&A に係る一時的な費用の増加を

吸収し、売上高、各利益共に期初予想を上回り、２期連続で過去最高を更新する見込みとなりました。 

 



２．配当予想の修正 

（１）配当予想修正の内容 

 

（２）配当予想の修正の理由 

当社グループは、2016 年５月 13 日に開示しております「中期経営計画」にも掲げておりますとお

り、株主の皆様への利益還元の充実を最も重要な経営課題の一つと位置付けており、経営成績に応じた

業績成果配分型の配当を基本方針として、当初は配当性向 20％以上を目標値として設定しておりまし

たが、2018 年２月２日開示の「配当方針の変更及び配当予想の修正に関するお知らせ」の通り、現在

は配当性向30％以上を目標としております。 

配当性向を 30%へと上方修正後の 2018 年３月期における１株当たりの期末配当予想金額は、33 円

75銭としておりましたが、今般の通期連結業績予想値の上方修正を受け36円へ増額となります。これ

は前期実績の26円より10円の増額となります。 

なお、本件は、2018年６月27日開催予定の第20回定時株主総会に付議する予定です。 

 

 

以上 

 １株あたり配当金 

基準日 第２四半期末 期末 年間 

前回予想 ― 33円75銭 33円75銭

今回修正予想 ― 36円00銭 36円00銭

当期実績 0円00銭 ― ― 

（ご参考）前期実績 

（2017年３月期） 
0円00銭 26円00銭 26円00銭

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、発表日現在において入手可能な情報及び

合理的であると判断する一定の前提に基づいて作成されており、実際の業績等は様々な要因により異な

る可能性があります。 


